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1. 道路トンネル個別施設計画の目的  

1-1 背景 

 近年、わが国では中央自動車道笹子トンネルの天井落下という重大事故が発生し、

また他のトンネルや橋梁においてもｺﾝｸﾘｰﾄ塊等の落下や落橋、橋板の陥没といった事

故が相次いで発生しており、社会資本の高齢化に伴う維持管理・更新が喫緊の課題と

なっている。 

 国土交通省は平成 25 年に「社会資本メンテナンス元年」を標榜し、平成 26 年の社

会資本整備審議会で「最後の警告―今すぐ本格的なメンテナンスに舵を切れ」と強い

警告を発している。 

 田上町において、管理するトンネルは 1 箇所であるが、劣化や軽度な損傷等が顕在

している状況である。トンネルが担う役割は大きく町民生活のみならず、観光客来訪

時や災害発生時においても重要な基盤施設となっている。 

 したがって生活の利便性と安全性の確保また、地域活性化のためにも限られた財源

の中で、効率的、計画的な維持管理を行う必要がある。 

1-2 目的 

 本計画では、田上町が管理するトンネルについて、持続可能な維持管理体制を確立

し、事後保全的な修繕に転換することにより、安全で安心な道路サービスの提供を行

い、トンネル寿命を延命することで、必要な予算の平準化及び維持コストの縮減を図

ります。 

 ① 持続可能な維持管理体制の確立 

   …点検方法、点検頻度等を明確に定め、トンネル健全度を把握し、早期対策を

講じる。 

 ② 事後保全対応から早期措置修繕への転換 

   …損傷が顕在した時点での修繕から、予防的に早期措置としての修繕に転換す

る。 

 ③ 必要予算の平準化と維持管理コストの縮減 

   …中長期的な修繕計画により予算の平準化と、計画的かつ予防的修繕によりラ

イフサイクルコスト(LCC)の縮減を図る。 

1-3 管理トンネル 

 田上町が管理するトンネルは次のとおり。 

路 線 名 トンネル名 所在地 建 設 年 経過年 延 長 幅 員 内 空 高 等級 

町道<1> 

坂田・湯川 

3 号線 

五明寺 

トンネル 

田上町 

大字 

田上 

 

H26 

 

11 年 
181.3

ｍ 

4.3 

ｍ 

3.5 

ｍ 
Ｄ 
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2. メンテナンスサイクルの基本的な考え方  

 

2-1 基本方針 

 道路メンテナンスの老朽化対策を進めるため、点検から始まり、診断、措置、記録

というメンテナンスサイクルを構築する。 

メンテナンスサイクルの推進により適切な維持管理を実現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2 定期点検・診断 

 田上町が管理するトンネル点検は、「新潟県トンネル定期点検要領(令和７年 1 月 

版)」に基づき実施し、5 年に 1 回の頻度で、近接目視による点検を実施し、健全性 

を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

点 検

診 断

措 置

記 録
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 ①対策区分の判定 

定期点検は、変状の状況を把握し、変状ごとに次の区分で判定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新潟県トンネル定期点検要領（令和 7 年 1 月版）」より 

②健全性の診断 

 定期点検結果は、次の 4 段階の健全性の診断区分で判定する。区分に応じて着実か

つ効率的・効果的に措置を講じる。 

告示 

健全性の 

診断区分 

状態 

Ⅰ 構造物の機能に支障が生じていない状態。 

Ⅱ 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点

から措置を講ずることが望ましい状態。 

Ⅲ 
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置

を講ずべき状態。 

Ⅳ 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が

著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。 
「新潟県トンネル定期点検要領（令和 7 年 1 月版）」より 
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3. 計画期間 

4. 対策の優先順位 

 「構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に 

措置を講ずべき状態(判定区分Ⅳ)」は、変形発見後、緊急に処置する。 

 「構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態(判定 

区分Ⅲ)」は、変状発見後、5 年以内に措置を講じる。 

 当面、Ⅳ判定トンネル及びⅢ判定トンネルの対策を推進し、今後の点検結果や

対策の実施状態を踏まえたうえで、「構造物の機能に支障が生じていないが、予

防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態(判定区分Ⅱ)」の対策を実

施する。 

 

 

 

3-1 計画期間の考え方 

 計画期間は 5 年に 1 回の定期点検サイクルを踏まえ、点検間隔が明らかとなるよう

令和 11 年度までとする。なお、点検結果等を踏まえ、適宣計画を更新する。 

名称 
計画期間 

Ｈ26 ～ Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10 Ｒ11 

五明寺 

トンネル 

                5 年に一度の頻度 

 

                          点検結果に応じて次回点検までに 

                   補 修 

 ※令和 2 年度に補修工事として断面修復工、表面被覆工を実施した。 

 

 

 

 

 

4-1 優先順位の考え方 

 点検結果に基づいて、効果的な維持及び修繕が図られるよう必要な措置を講じる。 

 なお、対策の優先順位はトンネルの損傷の程度や第三者への影響度、路線の重要度

などを総合的に勘案して判断する。 

 

 

 

 

 

建設 点検 点検 
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5. 施設の状態・対策内容・実施時期 

Ⅰ 構造物の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から
措置を講ずることが望ましい。

Ⅲ
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ず
べき状態。

Ⅳ
構造物の機能に生じている、又は生じる可能性が著しく高く
緊急に措置を講ずべき状態。

 

 

 

5-1 施設の状態 

 田上町で管理しているトンネル(五明寺トンネル)1 箇所は、平成 26 年度に建設され

た。平成 30 年度に定期点検を開始・実施し、判定区分Ⅲという点検結果となった。 

  その後、令和 2 年度に修繕（断面修復工、表面被覆工）を実施し、令和 6 年度に 2

巡目の定期点検を行ったところ、判定区分はⅡという結果となった。 

 

 点検、診断、措置、記録で構成されるメンテナンスサイクルを継続的に回すこと

で、トンネルを長期間にわたって、健全な状態に保つことが可能となる。 

  

  判定区分内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2 対策内容 

 令和 6 年度に 2 巡目の点検を実施したところ、覆工（側壁）に横断方向のひび割れ

とにじみ程度の漏水、遊離石灰、覆工（アーチ部）ににじみ程度の漏水と遊離石灰が

見られたが、いずれも軽微な変状のみであり補修の優先度は低いとの判断から、継続

的な監視を今後行っていく。 
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5-3 新技術の活用及び費用削減 

 令和 11 年度までに、本施設 1 箇所についてドローン等の新技術の活用を検討し、

300 千円程度のコスト削減を目指す。 

 

5-4 集約化・撤去 

 集約化・撤去の検討を行った結果、対象となる管理施設は市街地と集落を結ぶ重要

な路線であり、隣接する迂回路を通行した場合、約 3km（所要時間 10 分）を迂回する

ことになり、社会的活動等に影響を与えるため集約化・撤去を行うことは困難であ

る。 

 なお、周辺状況や施設利用状況の変化により、集約化・撤去については、必要に応

じて再度検討を行うものとする。 

 

5-5 実施時期 

 実施時期は、点検結果及び維持補修の効率化等を踏まえ、表のとおりとする。 

 

表－1 対策費用 

（千円） 

対
策
費 

名 称 変形種類 対策方針 対策費用 

五明寺 

トンネル 

ひび割れ 

漏水 

遊離石灰 

継続的な監視 ― 

 

 

 

表－2 令和６年度 定期点検による修繕計画 

                                  （箇所） 

名称 
診断結果 修繕計画 

Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ 

五明寺 

トンネル 

Ⅳ      

Ⅲ      

Ⅱ 1     

Ⅰ      

※継続的な監視を続けていく。（日常巡回や点検結果等を踏まえて修繕を検討する。） 

 

 


